水溶液・酸性・アルカリ性

溶質…水に溶けている物質。
　→食塩水では食塩
溶媒…物質を溶かしている液体（水）→食塩水では水
溶液…溶質が溶媒に溶けた液。
　→食塩水では食塩水
水に溶けている固体を取り出す方法。

(1)温度を下げる
(2)水を蒸発させる

溶解度…物質が一定量の水に溶ける限度の量。普通は水100gに何g溶けるかで表す。


→計算問題に慣れておこう。
飽和水溶液…物質が水に溶解度まで（限度まで）溶けている水溶液。

結晶…規則正しい形をした粒

再結晶…一度水に溶かした物質を再び結晶として取り出すこと。

　指示薬

　色の変化で酸性・中性・アルカリ性を調べる薬品など。

　リトマス紙、BTB液など。

指示薬


酸性

中性

アルカリ性

リトマス紙

青→赤

変化なし

赤→青

BTB液


黄色

緑

青

フェノールフタレイン液　
無色

無色

赤
ムラサキキャベツ液
赤・赤紫

紫

緑・黄色

マグネシウムを入れる
水素が発生
変化なし

変化なし

☆水溶液になっているときだけ酸性・中性・アルカリ性を調べることができる。

　→水素・酸素・窒素など水にほとんど溶けないものは酸性・中性・アルカリ性の

　　どれでもない。

酸性の水溶液　
EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(す),酸)っぱい味がするものが多い
　塩酸
…水に塩化水素（有毒の気体）が溶けている

　硫酸
…液体。危険な薬品なので理科では水でうすめた硫酸を使う。

　炭酸水
…水に二酸化炭素が溶けている。

　酢（酢酸）…液体。

　他に果汁、尿、胃液など
水に溶けて酸性を示す物質を酸という。

※酸素は水にほとんど溶けないので酸性・中性・アルカリ性のどれでもない。
アルカリ性の水溶液　
苦い味がするものが多い
　水酸化ナトリウム水溶液…水酸化ナトリウム（白い固体）が水に溶けている。

　アンモニア水…アンモニア（においのある気体）が水に溶けている。

　石灰水…石灰（白い粉）が水に溶けている。石灰はグラウンドにまいたりする。
　他に海水、せっけん水など

水に溶けてアルカリ性を示す物質をアルカリという。
中和　…酸性の水溶液＋アルカリ性の水溶液
　酸性・アルカリ性のおたがいの性質を打消しあう。

　[酸性の物質]＋[アルカリ性の物質]→[EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(えん),塩)]＋[水]

　中和する物質によって、できるEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(えん),塩)は異なる。
　(例)塩酸＋水酸化ナトリウム水溶液→塩化ナトリウム（食塩）＋水

　(例)硫酸＋水酸化バリウム→硫酸バリウム＋水

　※硫酸バリウムは水に溶けない白い固体（粉）






